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Abstract
The increase in the number of oversea students in Japan has changed their position from special guests
to normal students like the Japanese students. In terms of volunteer activities, some oversea students have
begun serving as volunteers while in the past they were cared by volunteers as guests. In this paper, I will
focus on a case study of the UNESCO club of the Japan University of Economics, Kobe Campus. The club
organized an international volunteer activity in Nepal in 20017 with the Kobe UNESCO Association, Japan.
Members included Nepalese students and is an interesting case where overseas students of Japanese univer-
sities are contributing in international cooperation alongside Japanese students but in their home country.

















の 19％、英国の 10％、フランスの 6％、ドイツの 5％と比較しても少ない（OECD、2015：365)。
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8 例えば、2017年は、神戸国際交流フェア 2017会場ボランティア（3月)、第 47回みとこうべ海上花火大会・
清掃ボランティア（8月)、2017平和の鐘を鳴らそう運動・神戸湊川公園（8月）等のイベントに参加してい
る。










































ある National Resource Centre for Non-formal Educationと共に運営する「寺子屋」(途上国における識
【表１】 神戸ユネスコ協会「2017ネパール国際ボランティア」旅程











９月４日(月) 午前：｢チッタプール寺子屋」に隣接する Shree Deujagaun Elemnentary School訪問
【避難訓練実施】





Nandi Secondary School；Mahendra Bhawan School；Galaxy Public School；




名 目 詳 細 価 格
飛行機代（往復） 関西国際空港～カトマンズ空港（往復） 中国南方航空利用（約４万円）
ホテル代５泊（カトマンズ） １部屋２人利用 10,000円（１人分）
ネパール国内 バス代 ネパールにおける７日間の小型バス代 15,000円（１人分）
日本国内 空港バス代 神戸～関西国際空港（往復） 3,080円
保険代 旅行保険 2,500円
合計 70,580円（学生）
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ネパールにおける避難訓練は、チッタプール寺子屋に隣接する Shree Deujagaun Elemnentary School
（小学校)、バクタプール市 Shree Baradayani Lower Secondary School（小学校)、カトマンズ市の４つ










UNESCO Associations in Japan, 2005：20；日本ユネスコ協会連盟、2004：13；2005：21；2006：3-5；富岡、
2013：67)。
【表３】 2017年神戸ユネスコ協会「2017ネパール国際ボランティア」参加者
出 身 学年 性別 国際ボランティア参加回数
A君 ネパール 学部３年 男性 １回目
B君 ネパール 学部２年 男性 １回目
C君 ネパール 学部１年 男性 １回目
D君 ネパール 学部１年 男性 １回目
Eさん 中国 学部４年 女性 ２回目
F君 中国 学部４年 男性 １回目
Gさん 中国 大学院生 女性 １回目
Hさん モンゴル共和国 学部３年 女性 ２回目
I 君 ベトナム共和国 学部３年 男性 １回目
J 君 ベトナム共和国 学部２年 男性 １回目
Kさん ベトナム共和国 学部１年 女性 １回目
－ 112 － 日本経大論集 第48巻 第２号
【表４】 ネパール人学生へのインタビュー結果































































































10 2015年 9月 16日、中国・上海の上海外国語大学松江キャンパス第 8教学棟にて、法政大学社会学部の学部学
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